貨物船で再び世界一周の旅に
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「僕たちがロンドンから雨を連れて来たのさ！ははは！」。雨と曇りばかりの5月を嘆く私に、イギリスからやって来たバリーはそう言って、鴨居にぶつけた頭をなでながら笑うのでした。父バリー、母クレア、長男マックス（12）、次男キリアン（9）、そして長女アリス(6)。彼ら5人家族は、（無事？）3週間の京都滞在を終え、船と鉄道で世界一周旅行中のバリーとキリアンは貨物船で北アメリカ大陸に向かい、残り3人は飛行機でロンドンへ帰って行きました。

４年前の冬、私はイギリスの学校もイヤだという2人の子どもを連れて、ロンドン近郊のEO（エデュケーションアザワイズ・ホームスクーリングの自助グループ）のグループを探してあちこちほっつき歩いていました。そんな中で彼らと出会ったのでした。

今回京都に来るということで、それならせっかくの機会だし、なにか集まりでもしよーかなーと思いつき、法然院で話をしてもらったというわけです。さて、そんなわけで開催された「家庭で育つ子どもたち～イギリスのホームスクーリング事情を聞く」ですが、子どもも入れると総勢40人を越える集まりとなり、京都市内が一望できるすばらしい雰囲気の広い広い大書院で、いい交流会を持つことができました。

はじめにクレアとバリーが1時間ほどホームエデュケーション（イギリスではホームスクールと言わない）についての思いや、具体的な日常の様子、EOの活動などについて話し、休憩をはさんで、質疑応答や意見交換をしました。外国の方や英語の堪能な方も多かったので休憩中もあちこちで話に花が咲いていました。子どもたちは、初めての子もすぐに慣れ、折り紙などしながら一緒に遊んでいたようです。それからお茶菓子に出した、九州の通信会員・西山さんが送って下さった「丸ぼうろ」というポルトガル由来のお菓子と、クレアのイギリス土産、酢と塩味のポテトチップは大好評でした。

　イギリスで英語の先生をしているバリーは日本の学校にも興味を持ち、一緒に近所の公立小学校の見学にも行きました。おもしろい話もいろいろあるので、法然院でのテープおこしと平行して、また次号から紹介して行きたいと思います。お楽しみに。

